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Hesketh,１９９９; Cappelli, Bassi, Katz, Knoke, Osterman, & Useem,１９９７; Griffin & Hes-
keth,２００３; Ilgen & Pulakos,１９９９; Pulakos, Arad, Donovan, & Plamondon,２０００; Pu-









































































































ビスに密接に関わるパフォーマンス行動を意味する（Borman et al., ２００３; Bor-






























performance）」という次元がそれである（Borman et al.,２００３; Borman & Motowidlo,

















れる可能性があるにも関わらず（Allworth & Hesketh, １９９９; Griffin & Hesketh,
８４ 専修経営研究年報




























































































































































































































なっているという点である（Campbell & Campbell, １９８８; Drasgow, ２００３; Mo-









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る（Hough & Furnham,２００３; Motowidlo,２００３）。第２は，コンテキスト・パフォー
９４ 専修経営研究年報
マンス論の影響である。コンテキスト・パフォーマンスの先行要因を調べてい
る殆どの研究は（Bott, Svyantek, Goodman, & Bernal,２００３; Borman et al.,２００３; Bor-










































































いる Allworth & Hesketh（１９９９）の研究及び，同じくオーストラリアの公企業






























る。同じ結果は，大学生を対象としている Chenなど（Chen, Thomas, & Wallace,
２００５）の研究と，オーストラリアの公企業で働く従業員を対象としている Grif-
fin & Hesketh（２００３）の研究でも確認されている。それに対して，オーストラ

































































































４）認知能力については，Smith, Nolen-Hoeksema, Fredrickson, & Loftus（２００３，特
に第１２章）と Drasgow（２００３）を参照されたい。
５）ビッグ・ファイブ・モデルについては，Smithなど（Smith et al., ２００３，特に第
１３章）と Hough & Furnham（２００３）を参照されたい。
６）３つのパフォーマンスの先行要因については，特に Allworth & Hesketh（１９９９）
を参照されたい。
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